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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 34,523 10.7 2,127 96.1 1,747 9.9 275 △78.7

2024年３月期中間期 31,182 7.2 1,085 144.1 1,589 36.0 1,294 24.9

（注）包括利益 2025年３月期中間期 834百万円（△46.8％） 2024年３月期中間期 1,567百万円（86.1％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 45.81 45.79

2024年３月期中間期 215.56 215.11

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 52,240 22,820 43.6

2024年３月期 53,861 22,566 41.8

（参考）自己資本 2025年３月期中間期 22,779百万円 2024年３月期 22,518百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 100.00 100.00

2025年３月期 － 0.00

2025年３月期（予想） － 100.00 100.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 68,000 △0.6 4,500 19.9 4,100 △2.4 2,000 △37.8 333.02

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期中間期 6,056,939株 2024年３月期 6,056,939株

②  期末自己株式数 2025年３月期中間期 37,625株 2024年３月期 50,933株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 6,012,612株 2024年３月期中間期 6,005,799株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）　　　　　　　　　、除外  －社  （社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：有

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（会
計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と大きく異なる可能性があります。な

お、業績予想に関する事項は、第２四半期（中間期）決算短信[添付資料]Ｐ.２「１.当中間決算に関する定性的情報　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください



１．当中間決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．中間連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………………… 3

（１）中間連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………… 3

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 …………………………………………………………… 5

中間連結損益計算書 ………………………………………………………………………………………………… 5

中間連結包括利益計算書 …………………………………………………………………………………………… 6

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………… 7

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 8

（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… 8

（中間連結損益計算書に関する注記） …………………………………………………………………………… 8

（中間連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記） ………………………………………………………… 8

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… 9

○添付資料の目次

- 1 -

芦森工業(株)（3526）2025年３月期 第２四半期　決算短信



１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当中間連結会計期間における経営成績は以下のとおりです。

　売上高は34,523百万円（前年同期比3,340百万円の増収）となり、中間連結会計期間としては過去最高の結果となり

ました。損益面は営業利益が2,127百万円（前年同期比1,042百万円の増益）、経常利益は1,747百万円（前年同期比

157百万円の増益）となり、いずれも中間連結会計期間としては過去最高の結果となりました。

　一方、当社の自動車安全部品事業において過去に製造した製品に対して、顧客が実施した保証延長対応に伴う費用

負担見込額として、当中間連結会計期間において製品保証損失を990百万円、また機能製品事業（防災関連）におい

て、製造過程で発生した品質不良に伴う製品保証損失、棚卸資産評価損、製品補償対策費を合計130百万円、それぞれ

特別損失として計上することといたしました。

　その結果、親会社株主に帰属する中間純利益は275百万円（前年同期比1,019百万円の減益）となりました。

　以下、各事業のセグメント別概況についてご報告申し上げます。

　当社は、事業本部制を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「自動車安全部品事業」

「機能製品事業」の２つを報告セグメントとしております。

①自動車安全部品事業

　当中間連結会計期間では、一部顧客及び地域における生産調整の影響は収束し、円安効果に加え、原材料費の市況

変動分及び労務費上昇分の一部を売価に転嫁した結果、シートベルト関連では前年同期並みでしたが、エアバッグ関

連、内装品関連においては前年同期比増収となりました。

　この結果、当事業の売上高は25,713百万円（前年同期比1,752百万円の増収）となり、損益面も大幅に改善し、営業

利益は1,798百万円（前年同期比670百万円の増益）となりました。

②機能製品事業

　パルテム関連（管路更生事業）は、過去最高水準であった前年度からの繰越工事を期初より着実に実施し、前年同

期を上回る水準で業績が推移しています。

　防災関連は、大口径ホースシステムの大型案件があった前年同期比で減収減益となりました。上記の特別損失を計

上することとなり、改めて製品の品質を最優先とする体制を再構築し、お客様からの信用回復に努めてまいります。

　産業資材関連は、主力の広巾織物や物流関連など各製品の販売が前年同期比で堅調に推移しました。また新規分野

である住宅・土木関連向け地盤改良商品は当期に大型土木工事案件の施工・納入がありました。

　この結果、当事業の売上高は8,793百万円（前年同期比1,589百万円の増収）となり、営業利益につきましては635百

万円（前年同期比324百万円の増益）となりました。

③その他事業

　当事業の売上高は16百万円、営業利益は７百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当中間連結会計期間末の総資産は52,240百万円であり、前連結会計年度末に比べ1,620百万円減少いたしました。こ

れは、現金及び預金の増加474百万円、受取手形、売掛金及び契約資産の減少669百万円、電子記録債権の減少652百万

円、棚卸資産の減少419百万円、有形固定資産の減少83百万円などが影響したものです。

　負債は29,420百万円であり、前連結会計年度末に比べ1,875百万円減少いたしました。これは、支払手形及び買掛金

の減少766百万円、電子記録債務の減少2,198百万円、短期借入金の増加1,403百万円、長期借入金の減少1,031百万

円、製品保証引当金の増加985百万円などが影響したものです。

　純資産は22,820百万円であり、自己資本比率は43.6％（前連結会計年度末は41.8％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の連結業績予想につきましては、2024年５月10日に公表いたしました業績予想を修正しております。

詳細につきましては、本日（2024年11月８日）発表の「特別損失の計上および連結業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご覧ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,290 5,764

受取手形、売掛金及び契約資産 13,012 12,343

電子記録債権 1,840 1,188

商品及び製品 2,600 2,652

仕掛品 1,428 1,382

原材料及び貯蔵品 9,135 8,709

その他 1,414 1,409

貸倒引当金 △68 △67

流動資産合計 34,652 33,382

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,451 5,481

機械装置及び運搬具（純額） 3,102 2,932

工具、器具及び備品（純額） 1,223 1,248

土地 5,868 5,694

リース資産（純額） 52 85

建設仮勘定 85 258

有形固定資産合計 15,783 15,699

無形固定資産

のれん 435 353

その他 364 401

無形固定資産合計 799 755

投資その他の資産

投資有価証券 1,646 1,419

繰延税金資産 249 241

退職給付に係る資産 505 517

その他 239 238

貸倒引当金 △15 △14

投資その他の資産合計 2,625 2,403

固定資産合計 19,209 18,858

資産合計 53,861 52,240

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,435 5,669

電子記録債務 5,561 3,363

短期借入金 2,135 3,538

１年内返済予定の長期借入金 2,801 2,672

１年内償還予定の社債 3,000 3,000

リース債務 18 15

未払金 1,284 973

未払法人税等 474 545

未払消費税等 172 128

賞与引当金 636 765

役員賞与引当金 62 -

製品保証引当金 67 549

その他の引当金 35 47

その他 1,239 1,460

流動負債合計 23,924 22,729

固定負債

長期借入金 5,000 3,969

リース債務 52 64

退職給付に係る負債 1,938 1,952

製品保証引当金 - 503

資産除去債務 29 29

繰延税金負債 265 87

その他 84 84

固定負債合計 7,370 6,690

負債合計 31,295 29,420

純資産の部

株主資本

資本金 8,388 8,388

資本剰余金 1,632 1,632

利益剰余金 10,901 10,565

自己株式 △148 △109

株主資本合計 20,774 20,477

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 519 345

繰延ヘッジ損益 - 150

為替換算調整勘定 1,022 1,610

退職給付に係る調整累計額 202 195

その他の包括利益累計額合計 1,743 2,302

新株予約権 24 16

非支配株主持分 24 24

純資産合計 22,566 22,820

負債純資産合計 53,861 52,240
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     （単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 31,182 34,523

売上原価 26,518 28,808

売上総利益 4,664 5,715

販売費及び一般管理費 3,579 3,587

営業利益 1,085 2,127

営業外収益

受取利息 11 21

受取配当金 17 19

受取賃貸料 23 20

為替差益 533 -

助成金収入 15 13

その他 52 60

営業外収益合計 654 136

営業外費用

支払利息 100 78

賃貸収入原価 6 6

持分法による投資損失 36 16

為替差損 - 357

その他 7 57

営業外費用合計 149 516

経常利益 1,589 1,747

特別利益

投資有価証券売却益 132 74

特別利益合計 132 74

特別損失

製品保証損失 - 994

棚卸資産評価損 - 96

製品補償対策費 - 29

特別損失合計 - 1,120

税金等調整前中間純利益 1,722 701

法人税、住民税及び事業税 219 583

法人税等調整額 202 △157

法人税等合計 421 425

中間純利益 1,300 275

非支配株主に帰属する中間純利益 5 0

親会社株主に帰属する中間純利益 1,294 275

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

中間純利益 1,300 275

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 126 △174

繰延ヘッジ損益 △698 150

為替換算調整勘定 821 542

退職給付に係る調整額 △3 △6

持分法適用会社に対する持分相当額 21 45

その他の包括利益合計 267 558

中間包括利益 1,567 834

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 1,561 833

非支配株主に係る中間包括利益 5 0

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,722 701

減価償却費 856 864

のれん償却額 81 81

製品保証引当金の増減額（△は減少） △53 986

退職給付に係る資産負債の増減額（△は減少） △0 △31

受取利息及び受取配当金 △28 △40

支払利息 100 78

為替差損益（△は益） △156 134

持分法による投資損益（△は益） 36 16

投資有価証券売却損益（△は益） △132 △74

売上債権の増減額（△は増加） 2,128 1,481

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,534 668

仕入債務の増減額（△は減少） △2,154 △3,114

その他の流動資産の増減額（△は増加） 750 △2

その他の流動負債の増減額（△は減少） 482 201

未払金の増減額（△は減少） 229 △200

未払消費税等の増減額（△は減少） △267 △43

その他 △612 423

小計 1,446 2,130

利息及び配当金の受取額 28 48

利息の支払額 △100 △78

法人税等の支払額 △435 △476

法人税等の還付額 40 2

営業活動によるキャッシュ・フロー 979 1,627

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △17 △10

定期預金の払戻による収入 144 24

有形固定資産の取得による支出 △551 △1,010

有形固定資産の売却による収入 34 156

無形固定資産の取得による支出 △50 △58

投資有価証券の取得による支出 △6 △9

投資有価証券の売却による収入 158 81

その他 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △287 △824

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △480 1,041

長期借入れによる収入 1,700 600

長期借入金の返済による支出 △1,355 △1,711

自己株式の取得による支出 △0 △1

自己株式の処分による収入 0 -

リース債務の返済による支出 △12 △8

配当金の支払額 △300 △600

その他 - 168

財務活動によるキャッシュ・フロー △448 △512

現金及び現金同等物に係る換算差額 239 198

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 481 489

現金及び現金同等物の期首残高 4,402 5,255

現金及び現金同等物の中間期末残高 4,883 5,744

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(２)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用しており

ます。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の中間

連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

　なお、当該会計方針の変更による前中間連結会計期間の中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への

影響はありません。

（追加情報）

　該当事項はありません。

　前中間連結会計期間
（自  2023年４月１日

　　至  2023年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自  2024年４月１日

　　至  2024年９月30日）

荷造運送費 887百万円 778百万円

給料賃金手当 894 988

賞与引当金繰入額 116 113

退職給付費用 83 64

貸倒引当金繰入額 － △0

（中間連結損益計算書に関する注記）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

前中間連結会計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年９月30日）

現金及び預金勘定 4,901百万円 5,764百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △17 △20

現金及び現金同等物 4,883 5,744

（中間連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間
連結損益
計算書
計上額
(注)３

自動車
安全部品

事業

機能製品
事業

計

売上高

自動車安全部品 23,961 － 23,961 － 23,961 － 23,961

パルテム － 3,513 3,513 － 3,513 － 3,513

防災 － 1,126 1,126 － 1,126 － 1,126

産業資材 － 2,563 2,563 － 2,563 － 2,563

その他 － － － 14 14 － 14

顧客との契約から生

じる収益
23,961 7,203 31,165 14 31,180 － 31,180

その他の収益 － － － 2 2 － 2

外部顧客への売上高 23,961 7,203 31,165 17 31,182 － 31,182

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 23,961 7,203 31,165 17 31,182 － 31,182

セグメント利益 1,127 311 1,438 7 1,446 △361 1,085

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業と売電事業を含んで

おります。

　　　２．セグメント利益の調整額△361百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれんの発生益）

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間
連結損益
計算書
計上額
(注)３

自動車
安全部品

事業

機能製品
事業

計

売上高

自動車安全部品 25,713 － 25,713 － 25,713 － 25,713

パルテム － 4,804 4,804 － 4,804 － 4,804

防災 － 660 660 － 660 － 660

産業資材 － 3,328 3,328 － 3,328 － 3,328

その他 － － － 14 14 － 14

顧客との契約から生

じる収益
25,713 8,793 34,507 14 34,521 － 34,521

その他の収益 － － － 1 1 － 1

外部顧客への売上高 25,713 8,793 34,507 16 34,523 － 34,523

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 25,713 8,793 34,507 16 34,523 － 34,523

セグメント利益 1,798 635 2,433 7 2,441 △314 2,127

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業と売電事業を含んで

おります。

　　　２．セグメント利益の調整額△314百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれんの発生益）

　該当事項はありません。
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